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2章  実験概要 

2.1  使用材料 

実験には、2007 年時点において国内で生産されている PC 鋼棒の代表的な製品（異なる 2

社の製品）を用いた。それぞれ機械的性質は JIS G 3109 に規定される普通鋼棒 B種１号に

相当する材料のものである。供試体の径は、それぞれ各鋼材種でφ26mm(一部φ25mm),φ32mm

の 2 種類の径を対象とした。鋼棒の種類としては、製造方法が異なる 2種（圧延鋼棒、熱処

理鋼棒）である。また定着部の影響を確認する目的で、PC 鋼棒全体にねじ加工が施された

「総ねじ鋼棒」と母材一般部はねじ加工されない丸鋼で定着部に転造ねじが施された「普通

丸鋼棒」の両方の試験を行った。 

以下に、試験に用いた供試体の概要を示す。（写真-2.1）また表-2.1,2.2 に PC 鋼棒の機

械的特性及び寸法(断面積)を示す。 

 

 

 

写真-2.1 実験に使用した PC 鋼棒 
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コンクリート壁の土槽砂袋

砂・砂
供試体＋加力装置

（センターホールジャッをH形鋼架台にセット）

 

図-2.1  飛散防止措置概要

(単位：mm)

センターホールジャッキ

供試体

荷重計

図-2.2 センターホールジャッキ・荷重計セット状況 

 

写真-2.8 曲げ張試験状況（総ねじ PC 鋼棒の例） 

（ 10°テー パープレ ート）
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図-2.3 熱影響部と曲げ張試験との位置関係（総ねじ PC 鋼棒の場合） 

図-2.4 熱影響部と曲げ張試験との位置関係（普通 PC 鋼棒の場合） 

： 溶 接 位 置 （ 端 部 よ り 185mm）  

： 溶 接 位 置 （ 端 部 よ り 360mm）
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2.4 実験ケース 

表-2.5 に実験ケースを示す。試験の条件毎（鋼材種別、総ねじ，普通鋼棒、載荷方法、

入熱の有無、鋼材径）の記号の凡例は以下のとおり。 

 

表-2.5 実験ケースと番号 

鋼材種別 ねじ有無 載荷方法 入熱(溶接） 径

W ,H D,R T,B 0 ,1 25,26,32 条件名称 供試体１ 供試体２ 供試体３

φ26 WD-T0-26 -1

φ32 WD-T0-32 -1

φ26 WD-T1-26 -1 -2 -3

φ32 WD-T1-32 -1 -2 -3

φ26 WD-B0-26 -1 -2 -3

φ32 WD-B0-32 -1 -2 -3

φ26 WD-B1-26 -1 -2 -3

φ32 WD-B1-32 -1 -2 -3

無 WR-T0-32 -1 -2 -3

有 WR-T1-32 -1 -2 -3

無 WR-B0-32 -1 -2 -3

有 WR-B1-32 -1 -2 -3

φ25 HD-T0-25 -1

φ32 HD-T0-32 -1

φ25 HD-T1-25 -1 -2 -3

φ32 HD-T1-32 -1 -2 -3

φ25 HD-B0-25 -1 -2 -3

φ32 HD-B0-32 -1 -2 -3

φ25 HD-B1-25 -1 -2 -3

φ32 HD-B1-32 -1 -2 -3

無 HR-T0-32 -1

有 HR-T1-32 -1 -2 -3

無 HR-B0-32 -1 -2 -3

有 HR-B1-32 -1 -2

軸引張
（T)

無
(0)

有
(1)

圧延鋼棒
(W)

総ねじ
(D)

普通
（R)

曲げ引張

軸引張

曲げ引張
（B)

無

有

熱処理
鋼棒
(H)

総ねじ

軸引張

曲げ引張

普通

軸引張

曲げ引張

φ32

ケース番号

無

φ32

有

無

有

 

 

試験条件名称の凡例

(条件名称) 　　　：（供試体条件）

W D  -  T 0  -  26 ：圧延鋼棒・総ねじPC鋼棒  -  軸引張・溶接無し - φ26

(凡例)

W:圧延鋼棒 D：総ねじPC鋼棒 T：軸引張試験 0：入熱なし 25：φ25

H：熱処理鋼棒 R：普通PC鋼棒 B：曲げ引張試験 1：入熱有り 26：φ26

32：φ32
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